
   今日はタウンミーティングに手を上げていただき、ありがたく思っています。ひき

こもりや不登校については、全国的な報道はありますが、北上の状況はどうなってい

るのだろうか、と話題に出ていました。特に、不登校については学校に情報がありま

すが、卒業した後は、全くわからないでいました。 

 一昨年、民生委員を通して各地域の状況をわかる範囲で調べていただき、60人弱の

方々を把握することができましたが、まだいるのではないかと思っています。 

 親御さんをはじめ御家族は、事情によってつらい思いをされているのではないで

しょうか。行政は何をすればいいのか、議会でも取り上げられましたが、情報もな

く、わからないという状況です。 

 こういう集まりがあり、お呼びいただいたということは、大変ありがたく、今日を

きっかけに、今後も様々な情報交換が出来ればいいのではないかと思います。 

 また、北上市のしらゆり大使である、斎藤環（たまき）さんは北上市出身で、この分野の専門家です。

こういうご縁も大切にしながら、一緒に出来ることをやっていければと思います。今日はぜひ皆さんの思

いや情報をいただき、共有していきたいです。 

い ま 

市長と話そうまち育て 

   タウンミーティングとは… 
 

 市内で活動している団体の皆さ

んが、日ごろの取組みや活動を通

して気づいたことなどについて、市

長と気軽に意見交換する場です。 

市長と話そうまち育てタウンミーティング  （平成29年度 第１回） 

若者の自立とそれを支える家族の現在を知ろう 

市長あいさつ 

竹の子会とは・・・ 

 不登校やひきこもりについて、本人や保護者の支援を目的に20年ほど前に設立。 

ＮＰＯ法人岩手県青少年自立支援センター「ポランの広場」と連携して、保護者の情報交換や交流（月１回）、勉強

会、相談会などを開催しています。  問い合わせ先：0197-66-5022（三国さん） 

北上しらゆり大使とは… 
 

 北上市の魅力を折に触れて宣伝し、

まちづくりに役立つ情報を提供していた

だくほか、市へ提言をしていただく、北上

市出身あるいはゆかりのある、首都圏

に住む方々です。現在19名に委嘱し

ています。 

斎藤環さんとは… 
 

 筑波大学医学医療系社会精神

保健学教授、精神科医。北上市

出身で、北上しらゆり大使を委嘱し

ています。 

 不登校・ひきこもりの専門家とし

て、様々な講演活動などを行ってい

ます。 

解説 
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 平成29年８月29日（火）午前10時～11時15分 

 黒沢尻北地区交流センター にて 

≪参加者≫ 

  不登校と若者の自立を考える北上地区父母会（竹の子会） 

  北上市長 髙橋 敏彦  

  保健福祉部長 石川 晴基   学校教育課長 高橋 亨 

  事務局（司会） 政策企画課長 斎藤 昌彦 

 ≪テーマ≫ 

  不登校・ひきこもりの家族や支援者の現状について 



後藤さん：今回のタウンミーティン

グの言いだしっぺです。息子が３年

半ほどひきこもっています。その間

に考え、勉強したことを自分の言葉

でお話しできたらと思います。 

 以前は、行政に何かしてもらいた

い、という思いが強かったのです

が、今は、まずは知ってもらいたい

という気持ちが強くなっています。

知らないということは偏見につなが

ります。私の職場にも、不登校・ひ

きこもりを乗り越えてきた子がいま

すが、私が、明るく普通に、息子が

社会的ひきこもりだと話したので、

自分のことを話すことが出来たと言

われました。どんどん当事者でない

人にも状況を知ってもらって、子ど

もたちは劣ってもいないし、弱者で

もない、ただ普通に接してもらいた

いということを伝えたい

です。息子は社会福祉協

議会のボランティアに

行っています。他の人に

は出来ないことをしてい

てすごいね、と言ったら仕事が出来

る人は仕事をする、学校に行ける人

は学校に行く、自分は今仕事が出来

ないけど、ボランティアならできる

から、やっているだけ、と言われま

した。 

鈴木さん：うちの息子は、小学校に

入ってすぐ、行きたくないと言い出

し、別室登校を続けました。小中学

校とも、先生に大変良くしていただ

き、中学３年の後半は教室に行ける

ようになりました。通信制高校に入

り、休学しながらも今年卒業できま

した。大学や専門学校に行ってみた

いという夢があるようで、応援して

あげたいと思っています。しかし、

実際そこまでの勇気や学力、経験、

情緒の不安もあり、進めないでいま

す。パソコンが好きなので、それを

活かしたいのですが、北上には専門

学校しかなく、盛岡のスクールに通

うには距離や資金の問題がありま

す。県外には発達障害の子に専門に

パソコンなどを教えてくれる環境が

あり、うらやましいです。息子も、

様々相談に行っていますが、ニーズ

に合うところがありません。ずっと

家にいるのもつらいので、どこか自

分のペースで通えるところがあると

よいのですが、なかなか見つかりま

せん。竹の子会の方から誘われて、

１～２週間に一度、仕事をさせてい

ただいていますが、もう少し動きた

いのではないかと感じています。 

藤田さん：うちの息子は、中学３年

の時に学校が怖い、と不登校になり

ました。今24歳で、ほかの２人に比

べれば、まだ家の中にいたい、とい

うタイプですが、家族に

申し訳ないと思っている

ようです。家族に迷惑を

かけないようこっそり行

動していますが、毎日 

フリートーク：会員の皆さんの状況・思い 

きちんと生活を送って

おり、どこも悪いとこ

ろはありません。少し

チクッと刺激してあげ

たいですが、どう接し

たらいいか、わからな

いでいます。 

 息子がひきこもった時に、自分が

一緒にダウンしてしまってはいけな

いと思って、自分の楽しみを見つけ

て、とにかく「お母さんは明るくい

よう」と努めています。きっと苦し

んでいる親はたくさんいて、お話を

聞いてあげたいと思いますが、私た

ちは専門家ではないので、アドバイ

スとか、下手なことは言えず、どう

したらいいのか悩んでいます。 

高橋さん：私は埼玉県で教員をして

いましたが、退職してから「聞く」

という立場で、教育相談会という場

に参加していました。不登校・ひき

こもりの悩みを親だけが抱えるので

はなく、共有・受容してもらうこと

が大切だと考えています。こちらに

越してきてからも、同じように悩ん

でいる方に、あなたのせいではない

よ、という声がけできるようなつな

がりを持ちたいと思っており、竹の

子会に参加するようになりました。 

 市長にはぜひ、世間体を気にして

ひきこもりを隠している親がたくさ

んいると知ってほしいです。ひきこ

もりを克服したある子どもに、親に

対してどのような気持ちを持ってい

たか聞いたところ、お父さんは自分

をわかってくれようとしたので好き

だった、お母さんは世間体ばかり気

にしていたので、殺したいとも思っ

たと聞き、衝撃を受けました。 

 もちろん、事情はそれぞれだとと

思いますが、自分のものさしを押し

付けず、子どもの気持ちをあわてな

いで、理解していくことを竹の子会

だけでなく、ほかの組織にも発信で

きるといいなと思います。 

三国さん：このような活動に関わっ

て30年になりますが、当初の子ども

たちが、40～50代になっています。

親を亡くして、収入がなくなって

も、普通の労働が出来ません。日本

は特に不登校やひきこもりが多いよ

うで、社会のあり方が生み出してい

るのではないかと思います。親の職

業や環境に関係なく、誰に

でもありうるように思いま

す。 

 また、時代によって、子

どもの不登校やひきこもり

の原因が変わってきていま

す。北上は、昔から工業都

市であるため、父親の転勤で来た子

どもが、言葉が合わなくて、いじめ

に遭ったりして不登校になった例も

ありました。最近では、社会とのつ

ながりが出来なくて、インターネッ

トのつながりだけを頼りにしている

という若者が増えているように感じ

ます。 

 私は北上が大好きなのですが、９

万３千人の北上市民がみんな楽しく

暮らせる市にしてほしいと思いま

す。学校でいじめられるから、教育

委員会から学校に働きかけてほし

い、と親が訴えても、学校からその

ような事実はないと回答されたこと

もありました。北上ではそういうこ

とがないようにしてほしいです。 

後藤さん：市長さんひとりで出来る

ことではないと思うし、お願いする

以上、こちらも何かしていかなくて

はいけないと思います。  
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市長：竹の子会は、県域の組織です

か。北上だけの組織ですか。 

三国さん：最初は全県ひとつの集ま

りでしたが、今は県内に９か所同様

の組織があります。日常の情報交換

は、市単位で行い、イベントなどは

県下でまとまって行っています。昨

年の「岩手のつどい」は北上で行わ

れました。 

後藤さん：中心となっているのは盛

岡にある「ポランの広場」という

NPOです。 

市長：昨年で行ったイベントについ

ては新聞で拝見しました。普段はど

んな活動をしているのですか。ま

た、会員制なのですか。 

三国さん：通常は月に１度の情報交

換会（例会）です。会員は10名ほど

で、年3,000円の会費をいただいてい

ます。 

市長：会員の中で、学校に通ってい

る方、卒業された方の割合は。 

三国さん：不登校は中学生が１人、

あとは高校生です。 

後藤さん：例会に毎回来ているの

は、今日来ているメンバーで、あと

は毎回１～２人誰かが来るというパ

ターンが多いです。 

市長：情報が共有できるだけでも、

気持ちが違うのではないですか。 

三国さん：親の思いを語れる場所は

なかなかありません。どこそこで話

せるような内容でないと思っている

方が多いです。 

市長：役所の人間は事務仕事が得意

でも、素人です。できればこういう

専門的なグループの活動を支援する

窓口があれば良いと思っています。

この会に限らず、まちづくりを行う

団体に対して、情報、財源、会場な

どのサポートをする「市民活動情報

センター」を設けているので、そち

らを利用しても良いと思います。な

かなか自分の状況を言い出せない

方々もいると思いますが、今日の懇

談を報道などで目にすれば、糸口に

なるのではないかとも思います。 

竹の子会について 

市長：例えば誰かの話を聞きたい、

呼びたいという希望はありますか。 

後藤さん：先日、斎藤環さんが盛岡

で講演した際、専門家ではない普通

の第３者と関わることでケアされて

いくというお話があったそうです。

まさにうちの息子は更木の桑茶の工

場に行って、普通の人たちと接する

ことで精神的に満足感を得て成長し

ているところです。 

私もここで泣いて話を聞いてもらっ

ただけで気持ちがすっとして安心感

ができ、それが息子にも伝わりまし

た。まずは親が安心して幸せに暮ら

せる世の中を作ってほしいと思いま

す。環さんにもお会いしてみたいで

すが、時間もお金もかかります。子

どもたちは365日何とかしてもらい

たいと思っていますので、お金をか

けて限られた機会を作るより、市職

員全員を上げ

て、ひきこも

りの子たちの

ことを知ろ

う、というく

らいの勢いで

やってくれた

ら嬉しいで

す。 

市長：出来る

職員も、出来ることもあると思いま

す。実際に情報交換していれば、そ

れが政策につながります。今日はと

ても良い機会です。 

後藤さん：先の議会でも、社会的ひ

きこもりについて一般質問があって

良かった。議員さんがあそこまで

突っ込んで勉強されて質問されるこ

とはなかなかありませんでした。 

市長：具体的にこういう風に困って

いるので、そこをサポートしてほし

いなという風に質問していただけれ

ば、非常にいいですね。 

後藤さん：それがひとりひとり違っ

て、一様にまとめられない。だから

こそ、専門家でなく、普通の人たち

に交じるのがいいと思っています。 

市長：行政は人事異動で職員は変わ

ります。芸術、まちづくり、福祉、

様々な分野で、それぞれ強みを持っ

た団体やコミュニティの活動と行政

が一緒になって、協働でサポート体

制を作ることが大切だと思います。

せっかくの母体がありますので、そ

こに行政を巻き込んでほしいです。 

後藤さん：まずは月１回の例会に来

て、知ってもらうのがいいですね。 

市長：何かしてほしい、ではこちら

も何も出来ません。色んな情報が入

ればアイデアも出てくると思いま

す。環さんにこだわらずとも、仙台

や東京にも、皆さんと同じような考

え方で立ち上げているグループもあ

るので、そういうところから情報を

得るのもいいと思います。 

後藤さん：医療機関と連携するのも

いいかもしれません。奥州市のさく

らクリニックのひきこもり家族相談

会にも参加していますが、わざわざ

奥州まで通っているのは、北上にそ

ういうひきこもりとか不登校を相談

できるお医者さんがいないためで

す。 

 また、奥州市では、そういったひ

きこもりの家族の話を聞いてくれる

窓口があると聞きました。担当は保

健師さんだと思いますが、病院や県

の中部保健所を紹介してくれる機関

があるようです。 

市長：市では、北上になくて、奥州

にはあるということも知りません。

やるとなれば市でも担当者を決め

て、情報をいただけるようにしてい

きたいですね。 

鈴木さん：今は自分たちでしか、情

報を探せないので、日々模索してい

ます。美容室でも、息子の事情を説

明して、長いことお世話になってい

る担当の方がいますが、将来の話と

か、色々アドバイスをいただいたり

して、成長させていただいてありが

たいなと思っています。色々なとこ

ろで、ここはこの人、と言うのを自

分で探して積み重ねてきてようやく

過ごしてきました。 

誰とつながる・どうやってつながる 
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市長：皆さんの御苦労を、ほかの人

と共有できればいいのですが、それ

もできずに親御さんまでもひきこ

もってしまっている場合もあるので

はないですか。 

藤田さん：ひきこもりというと、閉

じこもっていて暗くて、何だか事件

を起こしそうなイメージを持つ人も

います。決してそうではなく、普通

に生活しているのですが…。 

鈴木さん：私は聞かれたら言ってし

まうので、周りが状況をわかってく

れています。 

後藤さん：私も自分から言うので、

同じ状況の方が集まってきて、色々

と情報交換ができています。 

市長：情報の提供や、新聞への投稿

などもとても効果的で、それを見

て、相談してみようかなという人も

出てくると思います。月に１人で

も、新しい人が来るようになればい

いですね。 

三国さん：法に基づき、県ではひき

こもり支援センターなどを設置し、

具体的には、花巻保健所での各種教

室などにお世話になっています。今

は、様々な原因が複合的に重なって

不登校・ひきこもりという結果につ

ながっています。市町村でも総合的

な体制を作っていかなくてはいけな

いと思います。 

市長：そのためにも、個別の情報を

出来るだけいただきたいです。 

三国さん：例会などのお知らせをし

ても、これまで来ていただけません

でした。北上は保健所がなくなって

しまったので、花巻より支援が薄い

ように感じます。お互いに理解を深

め、お医者さんにも、行政にも進歩

してもらいたいです。 

市長：医師会という場もあるので、

情報提供していきたいです。関心の

ある先生がいれば、お誘いできるか

もしれない。情報発信がとても大

切。今日は大きなステップです。 

三国さん：実際、８時間の労働をや

れと言っても、簡単に出来る若者た

ちではありません。複合的な理由が

あるのに、結局、障がいを持ってい

るような扱いを受けて、一生を終え

てしまう人もいます。 

市長：各地域でコミュニティビジネ

スも進めようとしています。「○○

ならできる」という情報を上げても

らえれば、少しの時間からお手伝い

をしてみる、ということが行政で

マッチング出来るのでないかと思い

ます。 

後藤さん：ひきこもっている人材が

もったいないです。それをまちづく

りに生かせると思います。 

市長：地域や企業、NPOの活動に触

れるようなことがあってもいいのか

なと思います。中間支援のNPOのス

タッフや、行政のスタッフを入れ

て、情報交換をすると、アイデアは

出てくると思います。 

三国さん：市が把握している人数は

50人程度だったようですが、毎年新

たに増えていきます。すべての市民

が暮らしやすいまちづくりのために

このことを大事にしてほしいです。 

市長：行政が動けるような情報の発

信をしていただけると良いですね。

まちづくり部で出前講座もやってい

る。担当を出前講座で呼んで、話を

してもらいつつ、こちらの話も聞い

てもらうのも良いかもしれません。 

三国さん：ひきこもりについては、

各分野が錯綜していて、関係者みん

なが集まらなければ解決できませ

ん。 

市長：理解がある企業もあります。

例えば保護司活動をサポートしてく

れる企業もあります。例会に企業を

呼んでみてもいいかもしれません

ね。そうするとためしに少しアルバ

イトさせてくれるという話にもつな

がるかもしれません。 

三国さん：ゆとりのある事業主さん

を見つけるのも苦労しています。 

市長：そのためにも、情報発信して

いくことが大切です。 

三国さん：農家に手伝いに行った子

どもに様子を聞いたら、４時間しか

働いていない。あとは農家の方に、

若い人がいてくれるというだけでい

い、と言ってもらったということも

あった。 

市長：担当の職員だけでなく、例え

ば農林部の職員などに、一緒に来て

もらっても良いかもしれない。 

政策企画課長：「これが知りたい」

というテーマがあれば紹介もしやす

いので、相談いただきたいです。 

藤田さん：今日は本当に内容の濃い

お話が出来たと思います。ひきこも

りと言って、十把一絡げで考えず、

個々それぞれできっかけも、考えて

いることも違う子どもたちなので、

それをどう高めていけばいいのか、

外に向かわせるにはどうしたらいい

かというのがこれからの課題になる

と思います。また色々と相談に乗っ

ていただきたいと思います。 

三国さん：さすが北上市長さんは懐

が広いと感じました。ただ、市長さ

んの耳に入れないでいると、進まな

いのかなという印象を持ちました。 

高橋さん：市長さんに時間を取って

話を聞いていただける、素晴らしい

機会だなと思いました。これからも

市民の生活の声を聞いていただきた

いと思います。 

鈴木さん：毎日ネットで情報を探し

て翻弄され続けてきましたが、今回

こういう場があって、話をすれば、

自分一人で動かなくていいというの

がわかってよかったです。 

後藤さん：時間を作っていただいて

ありがとうございました。開催でき

てよかったです。ただし、またス

タート地点に立っただけだと思って

いるので、今後もよろしくお願いし

ます。 

市長：今日は我々も知りたい情報を

得ることが出来ました。色々な方を

呼んでいただくことによって、アイ

デアにつながってくると思うので、

ぜひその活動を続けていただいて、

行政と一緒になって、お互いに助け

合えると良いなと思います。 

 

今日のまとめ・感想 

人材を生かしていくには 

！ありがとうございました！ 

- 4 - 


